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(1)(快適･地球)環境への対応

･静音化
(騒音パワーの半減-3dB以上)

･フロン使用量の半減化

･発泡スチロール材の廃止
(2)省工事･省メンテナンス化

･据付け時間の半減化

･メンテナンス時間の半減化
(3)機動力

●自由な組合せ
(室内ユニット統合化)

･応用性
(オプション部品の充実)

空調機器の最適システム化

室内ユニット 室外ユニット,制御システム･システム機器を自由に組み合わせることができる｢システムフリー+により,顧客の多様なニ

ーズにこたえることができるとともに,フHン半減化,発泡スチロール材の廃止など地球環境にも配慮している｡

パッケージエアコン(エアコンディショナー)は,

オフィスの快適環境の追求を背岩に,1980年fモ後半

からさまぎまな機能,形態を持った製.もー.が聞手芭され,

機種数が急増した｡また,フロン22の規制や廃棄物

処理,リサイクルなど環境問題への対応も望まれて

きている｡

口_lソニ製作所は,1992年から"P.S.S.''をコンセプ

トに,J占舗用とビル1-Hのパッケージエアコンの統合

再編を進め,｢システムフリー+として1994年12月に

発売した｡"P.S.S.''の"P''はひとりひとりの満足

を追求し,快適空間を実現する"Personal”,"S''は

*‖七製作仲空調システム事業部 **l川二製作所機械研究所1二･､f二博上

省工事や省メンテナンスに加え,環境へも配慮し,

省フロン化を阿った"Saving'',および顧客ニーズに

こたえる製品,制御および豊富なオプションで高.-..-.

質な空調システムを実現する"System''を示す｡

このシリーズでは,静音化,室内ユニット据付け

時間のナド減などの特徴に加え,業界に先駆けてシン

グル機とマルチ機の室内ユニットを共通化すること

により,室内ユニットと室外ユニットの組合せの自

由度を大幅に拡大し,用途,スペースに合わせて顧

客に最適な空調システムを提供することを目指して

いる｡
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n はじめに

ビルや柄師などの快適空調を求めるニーズを背七=こ,

パッケージエアコンの重要性が高まってきている｡

従来のパッケージエアコンは,室外ユニットの各シリ

ーズごとに刊t‾Jの1三内ユニットがあり,その機種数も多

く組合せが人変複雑であった｡宇内ユニットと室外ユニ

ットを1:1で組み合わせるシングル機と,室内ユニッ

トを鞄敗台組み†ナわせるマルチ機では制御や機能が異な

り,設備古=llqや管押の際に不都合が指摘された｡

そこで,シングル機川もマルチ機用も向じ封勺ユニッ

トに統合し,制御もづし通化し,組合せの自[11度を大幅に

拡大し,川途,スペースに合わせて,最適な案内･室外

ユニットを[]巾に選べるというシステムを追求したパッ

ケージエアコン｢システムフリー+を開発した｡ここで

は,その概要について述べる｡

8 室内ユニットの統合化

従米,設計事務所から,｢シングル機の室内ユニットを

マルチ機と組み†ナわせたい+,｢シングル機とマルチ機を

いっしょに制御したい+というような要望が多かった｡

今までこれができなかったのは,シリーズごとの年三い立

ちの違いや,シングル機とマルチタイプ機の質の違いに

起閃している｡インバータ機やマルチ機(ほとんどがイン

バータ制御付き)では,室内ユニットの絞り機構には竜一子

膨駄弁を採川し,負荷に合わせて容量を制御したりする

表lパッケージエアコンの室内ユニット機種数の新旧比較

同じ室内ユニットタイプでも室外ユニットごとに製品化してお

り機種数が多かった｡｢システムフリー+ではそれを半減するととも

に,室外ユニットとの組合せ範囲を拡大した｡
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天かせ4方向 6 34 10 8 4 15 24 101 34

天かせ2方向 3 22 10 8 0 10 20 73 36

天かせl方向 3 24 10 8 0 6 6 57 24

天吊(つ)り 6 34 14 8 4 15 16 97 38

壁 掛 13 26 6 8 0 3 5 61 28

ビルトイン 0 5 0 4 0 0 9 18 16

天 理 3 10 2 0 0 10 l【 36 17

床置ほ か 6 8 0 0 3 4 12 33 43

合 計 40 163 52 44 】l 63 103 4了6 236
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など,より高度な制御を行っているのに対し,シングル

機や剛寺ツイン･トリプル機などの一定速機では,キャ

ピラリーチューブによる単純な減圧機能だけしか持たせ

ていない∴まが鼓大の相違J烹であった｡このため,仁一lじ人

かせ4方If-Iタイプでも,マルチ機川やインバータ機川,

シングル機朋,同時ツイン機用など数種類を弘?-化して

いたので,室内ユニットの機種数は,表1に示すように

476機種になっていた｡

｢システムフリー+は,用途拡大に伴う過軒な条什卜で

の運転も考え,宅l勺ユニットに電十膨張弁(口束製作所独

自の制御システムも加えて｢EV回路+と称する｡)を標準

装備し,宅内ユニットの共通化を田川,機種数は236機種

へと半減した｡また,このEV阿路の採用によって外気批

度やfl荷変則に対するサイクルの最適制御,フィルタⅠ--1

づまり時,吸い込み温度低下時の′安定化制御,冷媒佐川

ち主の削減も行った｡

この統介イヒにより,設備設計卜,設計管理上さまざま

なメリットを生み出した｡主なものをあげると次のよう

になる｡

(1)設備設計上のメリットとしては,室l勺ユニットでは

13タイプ236機樺の小から最適な選択を行い,室外ユニッ

トでも用途･機能･スペースなどに合わせて最適な機椎

を,室l勺ユニットを意識しないで遥べるようにした｡こ

れにより,室l勺ユニットと案外ユニットの設計を臼山に

行った後,ゾーニングに介わせてシングル機,マルチタ

イプ機をグルーピングすればよいようにした｡

(2)設計管理_1二のメリットとしては,Ⅰ‾■‾i】タイプ,l了粥≠‾‡tヒ

の室内ユニットは1種類のため,マルチタイプ機かシン

グル機かというシステムの相違による管理が不安であ

り,室l勺ユニットを据え付けた後でも,宅外ユニットを

簡単に変態できるようにした｡また,統合化によって舟三

障の確保が谷妨になり,より触納期での対応が-一代邑とな

り,竣(しゅん)_1二間際での機種焚掛こもフレキシフ､ルに

対応できるようになった｡制御も共通化したので,リモ

ートコントロールスイッチによる個別運転や集巾制御へ

の対応もIホJじ内容でできるようにした｡

日 製品のコンセプト

｢システムフリー+の開発にあたって,キーワードとし

て｢チャレンジザハーフ+(‡への挑戦)という思想を設

定し,基幹技術の開発で騒音レベルや工事･保刊寺間の

半減をrl指した｡また,室内ユニットの統合化により,

耳竺式数の半減と同時に,室外ユニットと組み合わせてで
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表2 主力機種の騒音値新旧比較

主力機種では大幅な静苦化を実現している｡

項 目 機 種

シリーズ
天かせ4方向 店舗用

室内機 室外機

公 称 馬 力(HP) 2 3 5 Z 3 5

騒
土二

日

(dB)

従 来 機 39 40 44 48 51 53

システム

7リ
33 35 42 44 45 48

きる製品のラインアップの倍増を指向して開発を進めた｡

-一一方,各シリーズにj〔過する製品コンセプトとして

"工).S.S.''を設定し,快適で】二幸性･保7性･システム件

に富む‾弓払1‾iT-の完成を口指した｡

3.1P:パーソナル

新シリーズの主力機種である犬かせ4ソナ向室内ユニッ

トでは従来と比べて2～6dB(A),店舗別室外ユニットで

は4～6dB(A)の低騒音化をそれぞれ実現した｡主ノJ機挿

の騒音値の新旧比較を表2に示す｡

低騒音化にあたっては,室内ターボファン,室外プロ

ペラフアンをそれぞれ大H径新形状で開ヲ芭するととも

に,l坊振構造の改良により,ファンモータからキャビネ

ットおよびフアンへの電磁振軌の伝達を防.1l二した｡さら

に室内ユニットでは,配管lいの冷媒流動音の低減,ドレ

ンポンプの振動の低減を凶り,室外ユニットについては,

比べースの剛性の確保により,圧縮機振動の伝達を防_山

している｡新型ターボファンの形状を図1に示す｡

また,EVl上り路の採用によってきめ細かな制御を行い,

サイクル運転を安志させ,快適性を向+∴させている｡さ

(a)従来機

◇

(b)システムフリー

○
図
l

新型ターボファンの形状

羽根の先端を斜めにカットした形〕犬で風の流れを均一化している｡

らに,高性能フィルタ,加湿器などのオプション部品も

充実させ,高品質空調を実現している｡

3.2 S:セービング

人かせ4方向室内ユニットは,天井に据え付けられる

製品であることを考慮して軽量化に取り組み,3馬力機

で質畏を従来の32kgから24kgへと低減した｡新型機では,

本体キャビネットの板厚を従来の1.Ommから0.5mm

とし,波形リブ加工によって従来と同じ剛性を確保して

いる｡

また軽貰化に加えて,天井開口部作業スペースの拡大,

パネル高さ調整代(しろ)の拡大,基板上のコネクタ位置

の改善などを行うことにより,室内ユニットの取付時間

を当社従来機と比べて,大かせ4方向で約÷,天かせ2方

向で約‡に短縮した｡

冷凍サイクルでは,室内ユニットに膨張弁を設けてサ

イクル配管内の冷媒を二相化制御するとともに,熱交換

器伝熱管径を従来の9.53mmから7.Ommとし,冷媒量

を3馬力機(配管長50m)で従来の5.9kgから3.Okgへ

とほぼ半減し,2004年以降行われるHCFC(Hydrochlo-

rofluorocarbon)冷媒の総量規制への対応も考慮してい

る｡また介わせて,現地での追加冷媒封入を配管長50m

までイ(要とした｡完速機の冷凍サイクルを図2に,冷凍

サイクル内の冷媒分布比較を図3に示す｡

以上のほか,配線面では室内外伝送線を無極性2線化

して誤配線の防止を川り,保守面では,自動熱交換器洗

浄装荷を開発した(図4参照)｡また,環境面では冷媒量

半減のほか,室内ユニット,室外ユニット,パネルなど
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図2 システムフリー定速機の冷凍サイクル
室内ユニットに電子膨張弁を採用し,冷媒の二相化制御を実現し

ている｡

11



758 日立評論 VOL.77 No.11い995-11)

(a)従来機

(b)システムフ
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図3 サイクル内冷媒分布比較(店舗用3馬力機)
熱交換器伝熟管径の細径化と二相化制御によって冷媒量を半減

した｡

洗浄ノズル

蛍転…

フアンモータ

熱交換器

図4 自動熱交換器洗浄装置

熱交換器の自動洗浄化により,保守時間を半減した｡
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図5 システムフリーの梱包

梱包材から発泡スチロールを才非除した｡
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タイプだけ)

天井面 高性能フィルタ(比色法65%)または

ロングライフ フィルタ(標準)

図6 オプション部品組込み図(天かせ4方向)
比色法で65%の高性能フィルタの組込みは,フィルタボックスを

不要とした｡

の梱(こん)包材からの発泡スチロールの排除(図5参照)

や,リサイクル促進のための樹脂材材質表示を行って

いる｡

3.3 S:システム

この｢システム+とは,顧客に最適な空調を提供し,

高品質な快適空調システムを実現するものである｡この

第1のポイントはシステムフリーにより,さまぎまな顧客

のニーズにこたえ,自由な組合せができるという点にある｡

第2は,高性能フィルタ,加湿器,ドレンポンプなどの

オプション部品を充実し,システム対J応力を強化したこ

とである｡特に,天かせ4方向および2方向タイプでは,

比色法で65%の高性能フィルタの組込みを,フィルタボ

ックスなしで本体に内蔵できるようにした(図6参照)｡

巴 おわりに

ここでは,顧客ニーズの多様化にこたえる製占7-という

観一再から,宇内ユニットと室外ユニットの1rl山な組合せ

を‾ロJ能としたパッケージエアコン｢システムフリー+に

ついて述べた｡

この室内ユニットの統合は,顧客にとって最適な乍調

システムを選べるとともに,製品の開発から生産,流通,

設計･施_T,導入の各段階でいずれもメリットが人きく,

今後のパッケージエアコンの流れを作るものであると考

えている｡

今後は,新冷媒技術を確立するとともに,快適な空調

を実現し,かつ環境に配慮した製品を開発していく考え

である｡
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